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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは対円、対米ドルともに上昇しま
した。また、カナダ5年国債利回りは上昇しました。

米中の通商問題についての懸念は残っているもの
の、市場のリスクセンチメントが改善し円や米ドルが弱
含みました。また、堅調な原油価格はカナダ・ドル上
昇の追い風となりました。経済指標では、CPI（消費者
物価指数）や小売売上高の発表がありました。CPIは
おおむね市場予想通りであったほか、自動車を除い
た小売売上高が市場予想を上回るなど、カナダ経済
が堅調であることを確認するとともに利上げの継続を
正当化する内容となりました。市場では、10月にカナ
ダ銀行（中央銀行）が利上げを実施する可能性が高
いとみられています。

今週は、7月のGDP（国内総生産）などの発表が予
定されています。

市場では引き続きNAFTA（北米自由貿易協定）再
交渉の動向が注目されます。先週も再交渉はこう着
状態が続き、米国とカナダは合意に至りませんでし
た。米国側はカナダ抜きでメキシコと2国間協定を結
ぶ可能性に言及するなど、強硬な姿勢を維持するカ
ナダへのけん制を続けています。米国は9月末を当
面の交渉期限と考えていることもあり、自動車関税を
ちらつかせながらカナダの譲歩を引き出したい考え
です。一方のカナダは9月中の合意にはこだわらな
い考えを示しており、今週再交渉に動きが見られる
か注目が集まっています。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託フリーダイヤル0120-106212（営業日の9:00～17:00） HP http://www.daiwa-am.co.jp/

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2018年8月24日～2018年9月21日）
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（2018年8月24日～2018年9月21日）【カナダ　金利推移】
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【2018年9月15日～2018年9月21日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


